
 

第３号は『こんな・そんな活動＋質疑応答の様子』特集として、パラナ州教育の一面をお伝えします。 

 

① 豊橋市の教育についてプレゼン【パラナ州教育局本部】   

□参加者：教育局８課（第２号組織図参照）の代表者 30名程 

□内容容：豊橋市紹介用 DVD、教育課程、進路指導、小学校の生活 

□質 疑  

・日課、カリキュラム、教員の勤務体制、掃除等について 

 ・生徒指導での対応、評価、落第制度の有無等について 

        

② パウラ・ゴメス校訪問 ・６～９年生…全日制（50分×８コマ）・高校（午前と夜 50分×４コマ） 

 □６～９年生、各２クラス、計 250名が在籍。※教科担任制 

 □ある教師の叫び 

・９年生数学の教科担任が話しかけにくる。「子どもを守る法律 

ができてからは指導がしづらい。一生懸命やっているのに、子 

どもたちがこれでは（私語が絶えない）どうにもならない。」 

 □記号表記の違い、生徒作品への朱書き 

・8.004.915人（ポ）＝8,004,915人   ・4,7（ポ）＝4.7  ※小数点とコンマ 

・生徒作品（ノート等）への朱書きはＮＧ。国によって規制されているそうだ！？ 

 

③ モラジーアス・モンテイロ・ロバット校訪問・４部制 計 2,300人が在籍  

□４部制…７～１１（朝）、１１～１５（昼）、１５～１９（夕）、１９～２２（夜：高校） 

□ジェニオール校長（右）の手腕で学校が、地域が変わった。24歳で校長に就任 

・校長就任初日、「学校前で生徒がナイフで刺された（命に別状なし）。校内 

の窓ガラスの多くが割れたまま放置、壁は落書きだらけ」。この実態を、パラ 

ナ州教育局に何度も出向いて訴え続けた。その結果、学校改革に向けての予算等の支援をとりつけた。 

・６～７年前までの学区の環境…低所得者が多い。麻薬などの闇取引が横行している。約 20％の生徒が 

途中で退学してしまう（いなくなってしまう）。クリチバ市内（州立学校）約１６０校中１３３位の学力底辺校。 

 □現在の姿 （校長として６年間の営みの成果） 

・パラナ州立学校のモデル校にまで成長した。 

・学習成績が飛躍的に向上した。 １３３位⇒３３位 ※州から表彰を受けた。 

・退学率は、約 20％（４００～５００人）⇒約２％（４０～５０人）に減少 

・学力向上に向けて補習制をとっている。参加率は５０％（参加は任意） 

【ジェニオール校長の経営理念】 

 （１）学校教育活動に地域や外部団体等を巻き込む。 ※SNS の有効活用 

 （２）規律を保つ。 強制するのではなく、生徒と話し合う中で構築する。 

   ※授業の最後（教室を出るとき）には、備品を整頓し、落ちているゴミを拾う。 

 （３）教員の結束力を高める。 

－魔法の言葉－ 

失礼します 

お願いします 

ごめんなさい 

ありがとう 

９年生、数学の授業後 

参加者の表情 

マリオＳｅｉｊｉ発 
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⑤ 8：00～21：30 日系クラブ訪問（運動・文化クラブ） 

・ミカタ タケシ氏のアジェンド 京都府出身 刈谷市で勤務経験 渡伯１７年 カイロプラクティス経営 41歳 

・日系社会青年ボランティア ２名との出会い 

▽野球     八倉波平   22歳：榛原高校⇒大阪体育大学 

▽ソフトボール ヒナコさん    ?歳：福岡県 山梨学院大学 

・波平の担当カテゴリー…１３～１４歳 ８名在籍 ※８名揃ったことはない。 

ヒナコ担当…投手育成 ※数日前、ポケットに入れていたスマホをパクられた。  

★ブラジルの洗礼を受けた。 

・タケシ氏情報…市立学校、州立学校の授業料は無料。通学バス代金は、200 レアル／月。 

私立学校は 100～250 レアル、高いところは 800 レアル（補助金なし）。 

             

⑪ ９月３０日（金）  

（１） ９：00～１１：１５ 消防局市民警備課「避難訓練プレゼン」 

 ・豊橋市の避難訓練について映像を交えて説明し質疑を受けた。  

 ・2011年から学校安全面に関する管理指導が強調されてきた。 

  ⇒消防局は、避難訓練全般のノウハウが不足しているので、豊橋市の安全対策等に対して、興味を示した。 

 ・プロジェクトの一員になって、意見を聞かせて欲しいとまで言われた。 

 ・州立学校の安全面の実情…消防局の安全基準に達していない学校が多い。課題は山積状態・ 

 

⑫ １０月１日（土） ８：３０～１２：００ 訪問校でお話したイリーザ教諭の紹介で、パークゴルフをやりに行く。 

 ・パークゴルフは、北海道幕別町の公園で産声をあげたそうな。パターゴルフのようなスポーツ。毎週末の終

日、平日の夜にゴルフ場に集い、プレイをしたり、軽食をとったりしているそうな。月末の日曜日には、独自に

大会を開催しているそうな。 

 ・９ホール×４コース。８１際のマサキさんには、かなわない。マサキさんの奥さんは、ホールインワンを達成し

た。 

 ・ホールアウト後、搾りたてオレンジジュースとバナナをいただいた。その後、マサキ夫妻とイリーザ夫妻の５人

で、シュハスカリーアに行き、肉を堪能した。各夫妻とカワノさん、パークゴルフ仲間のとの出会いに感謝！ 



 

 

 

 

 

   

 

 

             厨房にて                   各夫婦と肉と共に 

 

⑬ １０月２日（日） クリチバ朝一に行ってみた 

 

 


